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２．３都市に進出している富山県企業
１ 上海市に進出しているA社
Ａ 業 種 一般機械機器メーカー
Ｂ 開 業 ２００３年１月１日
Ｃ 進出目的 日本、欧米、東南アジアで圧
倒的なシェアを確保しているドリルユニ
ットなどのさらなるシェア拡大を中国に
求めた。当初は販売を中心に、時機を見
て現地生産を目指す計画である。

Ｄ 人 員 １０名（うち、駐在日本人４名、
中国人スタッフは日本語堪能な４名を含
め６名）

Ｅ 販売先・販売方法 販売先は上海、大連、
広東省を主体に華東地域が中心。販売方
法は、これまで代理店方式をとってきた
が、中国企業へ直接販売するケースも増
加し、前金受取方式を折り込んだ契約を
中国ユーザーとの間で取り交わし販売リ
スクを回避している。

Ｆ 現 況 中国では、自動車、エアコン、
ボイラー向け部品加工に適している３品
種の販売にしぼっている。目下、当初予
想通りの好調な業績を示しており、今後、
市場調査等を踏まえた上で、現地生産を
検討する。

Ｇ 問 題 点
・中国市場は広大なため、直販と代理店方
式を併用している。代理店管理は、営業
マンが担当。
・アフターサービスを含めた保守管理を重
視しているが、担当者派遣範囲にも限界
があり、支店設置も検討。
・上海市では、近年人件費が上昇している。
中でも、日本語の堪能な人材（販売担当）
の確保が至難。
・税関の対応が、担当者によって異なる。
・欧米企業（Ａ社と同業）との競合
・中国側の技術水準上昇に伴うコピー製品

の出現を予想している。
Ｈ Ａ社の方針 本社では、現在中国で販売
していない高付加価値製品を生産してい
るが、これらもいずれ中国で汎用化され
るものと予想し、さらなる高付加価値製
品の開発に努める方針である。

２ 青島市に進出しているＢ社
Ａ 業 種 機械機具メーカー
Ｂ 開 業 ２００１年７月（独資）
Ｃ 進出目的 Ｂ社の親会社Ｅ社の中国進出
に伴い、Ｅ社の下請け企業３社とともに
青島市に立地（同一工場アパートに４社
入居中）。

Ｄ 人 員 駐在日本人３名、従業員約３２０
名（女性）。従業員は、山東省出身、青島
市内の賃貸アパートに居住。

Ｅ 現 況 親会社Ｅ社からの受注９０％、
残りの１０％は韓国企業からの受注。本年
６月からは、今後好伸が期待されている
精密機械部品を生産する予定である。

Ｆ 課 題
・中国政策の影響によって、日本からの鋼
材の入手難、一部大連から調達している
が品質が悪い。

「中国・３都市（上海、青島、大連）を
“一見観”（後編）」

富山県貿易・投資アドバイザー 野 村 允

富山県企業（青島市）
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・機械部品（ドリル、カッターなど）の現
地製品は品質が悪く、上海、大連から購
入。
・現在、生産している製品に対する価格競
争が今後一段と烈しくなることが予想さ
れる。
・今後、本社から新たなる部品加工技術を
導入し、青島市に立地している日系企業
からの受注獲得に努める。
・青島市の日本人会に参加し、地場情報の
キャッチに活用している。
・青島市で開かれる国際見本市・展示会な
どを活用しているが、今後、自社製品の
出展を検討中。
・２００８年オリンピック効果に期待している。

３ 大連市に進出しているＣ社
Ａ 業 種 工作機械メーカー
Ｂ 開 業 １９９６年４月１日
Ｃ 進出形態 合弁（当初、Ｃ社の出資比率
は３３％であったが、漸次シェアを拡大し、
現在は５８％）。

Ｄ 進出目的 中国の工作機械業界が未成熟
な状況の中で、Ｃ社の有するトランスフ
ァーマシン、各種専用機など自動車生産
設備に関わる設計、製造技術および生産
管理手法などを中国へシフトし、中国工
作機械全体の水準を高め、自動車、家電、
住宅など幅広い分野に亘り中国経済の発
展に貢献しようという目的とともに、日
本の円高を機に、コスト削減の必要性に
迫られていた。

Ｅ 進出経緯 当初、タイとの比較を行った
が、タイへの進出となると全く“ゼロ”
からのスタートとなるのに対して、大連
市の企業（合弁のパートナー）とは既に
取引があった。

Ｆ 業績と展望 大連市の投資環境、生活環
境が良好な上、良きパートナーに恵まれ、
さらに最近の自動車産業の伸びに支えら
れ、業績は順調に推移している。また、
コンプレッサー、ミシン関連の日系企業
の中国進出を機に、新しい分野への挑戦
に成果を挙げている。今後、トヨタの中
国における本格的展開に大きな期待がも
てる。中国の工作機械業界のレベルはま
だ低い上に、日本の工作機械業界の中国
進出も漸く汎用機械グループが動き出し
たところであり、専用機械型であるＣ社
の場合、当面熾烈な競争に巻き込まれる

ことはないものと推測している。
Ｇ 問 題 点
・部品調達面での不足。現在、日系ユーザ
ーの要請もあるが、部品調達の５割（NC
装置、駆動軸、ボルトなど）は日本から
の輸入、そのほか、台湾・韓国企業から
の調達もある。
・中間管理層の力が弱い（リーダーシップ
の欠如）。
・信頼のおける地元での技術者確保が難し
い。
・売掛金の現地回収については、２０００年ご
ろまでは問題が生じるケースも多かった
が、最近は前金受取（６０％程度）方式を
採用している。

３．北陸地域との経済交流の可能性の有無について
昨年１０月に開催された「NEAR２００２・中国」（主
催：富山県、日本貿易振興会、NEAR２００２・中国実
行委員会）の成果は、来場者数、部品・材料展へ
の出展企業数、商談件数、契約件数・金額ともに、
当初予想を大幅に上回るものとなり、今後のビジ
ネス拡大へ向けて展示会に対する期待が高まった。
そこで、今回の訪中目的のひとつに、中国国際貿
易促進委員会支部の支援の下、３都市で定期的に
開催されている国際展示会・商談会などの現状お
よび地場企業との懇談会を通して富山県と３都市
と経済交流拡大の可能性を発掘することにあった。

１ 現地国際展示会の現状
Ａ 中国の概況
中国における展示会ビジネスは安定成長
を続ける経済成長に伴って、飛躍的に伸び
ている。２００２年の展示会開催件数は２，０２７件
となり、１９９９年比５２．８％増となった（表３）。
展示会の開催地域は、市場規模、輸送費の
面から、北京、上海、広州、大連、成都、
深�など沿海・経済先進地域に集中してい
る。ただ、これまで上海、北京、広州、大
連で全体の４割強を占めていたが、近年そ
のシェアが低下傾向にあり、その他主要地
方都市での開催増加が目立つ。次に、展示
会に関する新しい動きとしては、展示会会

１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年

開催件数 １，２６２ １，３２６ １，６８４ １，８４０ ２，０２７

国 際 展 ４９６ ６９４ ７５３ １，２４１ １，４１８

国 内 展 ７６６ ６３２ ９３１ ５９９ ６０９

表３ 中国における展示会開催件数の推移

資料：『中国経済』ジェトロ ２００３／３
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場の建設および拡張の計画が多く見られ、
一部では供給過剰を懸念する声が聞かれる。
また、これまでの展示会の特徴として、主
催者が多く、同業種で競合するケースがあ
る点を指摘され、最近では展示会を統合し
規模を大きくする動きが見られる。
Ｂ 上海市
上海市では、上海新国際博覧中心有限公
司、上海国際展覧中心有限公司、上海世貿
商域などを訪問した。訪問機関での主なヒ
アリング内容は、
・上海市で開催される展示会は国が主催する
大規模なものが大部分であり、地方自治体
単独で開催されたケースとしては韓国・大
邱市がある程度に過ぎない。
・上海市の国際展示会の管理運営はドイツの
国際見本市（ミュンヘン、ハノーバーなど）
のノウハウを採り入れている。
・国際展示会は、単なるビジネスのみならず、
その中から各国・地域の文化をPRする試み
も必要である。
Ｃ 青島市
青島市では中国国際貿易促進委員会山東
省分会展覧部の曹部長から、国際展示会を
成功させるためには、
・開催地のニーズに合うかどうか。
・ブースの魅力。
・ブースの接客担当として専門家の存在。
・展示会の規模あるいは専門業種によっては、
済南市での開催も検討する
��などのアドバイスを受けた。
Ｄ 大連市
大連市では、３月１４日、日中国国際貿易
促進委員会大連市分会の張副会長および
「NEAR２００２・中国」の“部品・材料展”に
参加した大連市の中堅企業との懇談会がも
たれた。「NEAR２００２・中国」については、

・部品・材料展参加の成果として、富山県企
業の誘致に成功した。
・部品材料展に出展している日本企業を訪問
する機会を多くつくって欲しい。
・ブースによっては、同業種の展示品目が少
なかった。
・参加目的は、自社のPRと日本企業（パート
ナー）を探すことにあるため、展示会の期
間が短かった
��などの声が聞かれた。そのほか、国際展
示会のあり方などについて。
・専門的展示会が望ましい。
・展示内容が最も大切である。
・富山県企業に関する情報不足
��などが指摘された。

２ 現地中国企業との懇談会の中から
同じ懇談会の中から、富山県と大連市との
さらなる経済交流の可能性の有無に対する地
場企業の意見、要望などを伺うことが出来た。
大連市の産業界の動きとして、
・自動車部品生産に使われるアルミ屑の需要
が強い。
・カメラ生産に使用される接着剤など特殊な
化学品関連のニーズも強い。
・古い自動車解体の際生ずる電線類などリサ
イクル商品への需要が強い。
・一般機械のアセンブラーからは、常に精密
な部品の入手が求められている
��などがあげられた。
因みに、その他ビジネス取引面での動きと
して、先日、来日した中国国際商会大連商会
張会長からは、大連市で生産されている“高
級木炭”（現在、九州および韓国へ輸出）およ
び麺類の材料として“燕麦”を北陸地域へ輸
出したい旨の申し入れがあった。また、吉林
省の在日商社では、最近、鉄屑、プラスチッ
ク粉末（ペットボトルを粉砕）の中国向け輸
出が急伸しているということであった。

おわりに
今回の短い３都市訪問を通じて、特に印象に残
ったのは以下の３点である。

１ 市民のライフスタイル、消費構造の先進国化
今回訪問した３都市とも、経済の発展→市
民の高所得化→ライフスタイル、消費構造の
先進国化が急速に進み、特に、日本風のライ
フスタイル、食文化に対する強い市民の関心
を感じた（図２、図３）。例えば、マンション展示会場（上海市）

－４－－４－
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ブームの中で、これまでの古い様式にこだわ
らない家具・調度品の購入、厨房設備の導入
が見られ、また食生活面では、単価１０～２０元
はする“味千ラーメン”への人気、ペットボ
トルのお茶の定番化、日本発調味料へのこだ
わりなどがあげられよう。

２ 中国進出の富山県企業の自信
中国が“世界の工場”といわれている中で、
その中核を担う上海市に進出している富山県
企業からは、現在、本社工場でしか生産出来
ない精密機械機具があり、また青島、大連両
市に立地している本県企業からはまだ部品産
業の裾野の広まりが弱い点が指摘された。中
国が、日本に対し、電機・電子産業で優位性
を発揮しているが、自動車や機械では、簡単
に追い付けない格差が存在するのは単に技術
論では説明出来ない、両国の文化、国民性、
経済構造の存在（例えば、技能蓄積度の格差
など）があるのかも知れない。しかし、今後、
時の経過とともに、いずれ中国が機械分野に
おいても高付加価値製品を手掛けるようにな
ることは確かであろう。本県企業としては、
このことはしっかりと認識しており、常に、
怠りなく、より高付加価値製品の開発に取り
組んでいることを強調した。

３ 富山県と３都市との経済交流の拡大を目指して
昨年富山市で開催された「NEAR２００２・中
国」の成果を踏まえ、今後中国での展示会開
催の可能性を探るため、現地の展示会運営管
理の担当機関から意見を聴取し、展示会会場
も視察した。上海市の場合には、巨大都市の
懐の深さを痛感する中で、地方自治体単独に
よる開催は難しいように思われた。しかし、
展示会開催は日中企業が相互理解を深める上
で必要な手段であり、中国の中都市（青島、
大連など）での展示会開催については形式は

ともかく前向きに検討することが望まれる。
その場合、一部中国企業からの希望もあった
ように、専門的展示会にするのか、現地企業
訪問を十分折り込んだ展示会にするなど様々
な工夫と十分な準備が必要となろう。
次に、３都市（中国）との貿易取引につい
ては、今後中国の産業・経済がますます発展
していくことが予想されている中で、基本的
産業資材（鉄屑、アルミ屑、プラスチックの
粉末などリサイクルに関連）への需要が一段
と高まってこよう。また、トヨタと第一自動
車（長春市）の提携に伴う自動車関連大型工
場（エンジンなど）の建設によって自動車部
品へのニーズも強まろう。と同時に、現在深
化しつつある市民のライフスタイルの変化に
伴うニーズを先取りし、ビジネスチャンスに
結びつけることも必要であろう。
今回の短い訪中の中で、日中間での経済交
流拡大の可能性について貴重な示唆を得たこ
とや北陸企業の自信に満ちた経営姿勢を確認
出来たことは、大きな収穫であった。近年、
北東アジア地域では、これまで停滞していた
ロシア極東地域でも、マイクロビジネス活動
の始動が見られ、日韓の間では、技術移転、
分業化による合弁企業設立のケースが目立っ
てきた。今後、北東アジア地域経済発展の形
態が、“雁行型”から“競争・協力型”へシ
フトするものと見られている中で、地方レベ
ルでの対岸諸国との経済交流のあり方は、細
やかでも、具体的な交流を着実に重ねていく
ことが国際交流の原点である“相互信頼関係
の情勢”を促すことになろう。
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●なぜ外食を
するのか

（％）

家庭ではできない、おいし
いものを食べたいから １７．３

外食すること自体が楽
しいし、好きだから １４．４

買い物やレジャー
で外出したついで １１．５

来客があったから １１．５

家族のお祝いごとのため １０．６

その他 ３４．６

●最も好きな
日本料理

（％）

焼き鳥 ２１．２

すし １６．３

牛丼 １２．５

ラーメン ７．７

おでん ６．７

天ぷら １．９

その他 ３３．７

●日本料理を食べる頻度 ●どの国（地方）のテレビ
ドラマを見てみたいか

（％）

香港 ２４．８

日本 １３．９

米国 １０．９

韓国 ８．９

欧州 ６．９

ロシア ６．９

その他アジア ５．９

台湾 ５．０

その他 １６．８

●好きなテレビ番組

（％）

ニュース ２１．８

音楽 ２０．８

エンターテインメント １５．８

スポーツ番組 １４．９

教養番組 ８．９

ドラマ ５．９

その他 １１．９

図２ 「外食」についてのアンケート 図３ 「テレビ番組」についてのアンケート

資料：『週間東洋経済』２００３／２．１から 資料：『週間東洋経済』２００３／２．１から
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